
令和２（２０２０）.1１.５5 4
公共施設やイベントなど利用時のお願い▷新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用時はマスクの着用や、ごみの
持ち帰りなどにご協力ください。利用前には自宅で検温し、体調不良の方は利用を控えてください。また、氏名や連絡先
などの記入をお願いする場合があり、必要に応じて保健所などの公的機関に情報提供する場合があります。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

体罰は子どもの健やかな成長・発達に悪影響を与える可能性があります。
□何度も言葉で注意したけど、言うことを聞かないので頬をたたいた
□いたずらをしたので、長時間正座をさせた
□宿題をしなかったので、夕飯を与えなかった

♦しつけと思って、こんなことをしていませんか

身体的虐待　殴る、蹴る、叩く、家の外へ閉め出すなど
性 的 虐 待　性的ないたずらをする、性的行為を見せるなど
ネグレクト　食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気なのに医師に見せ

ないなど
心理的虐待　無視する、言葉で脅す、子どもの前で家族に暴力をふるうなど

児童虐待とは

子どもからのサイン 保護者からのサイン
□不自然な傷や打撲の痕がある
□衣服や身体がいつも汚れている
□落ち着きがなく乱暴、情緒不安
定である

□食事に異常な執着を示す
□表情が乏しい、活気がない

□地域との交流がなく、孤立している
□頻繁に小さい子どもを家に残して外出して
いる

□子育てに関して拒否的、無関心である
□いつもイライラして子どもに当たる
□子どもがけがや病気になっても医者にみせ
ようとしない

◆虐待の特徴

虐待を受けている子どもや虐待をしている保護者は、さまざまなサインを周りに発してい
ます。ちょっとした「目くばり」「気くばり」で、手を差し伸べられるのは地域の皆さん
です。「おかしい」と感じたら迷わずご連絡ください。

１１月は児童虐待防止月間

地域全体で虐待から
� 子どもを守ろう

しつけは、子どもの人格や才能などを伸ばし、自律した社会生活を送れるよ
うにサポートしていくことです。一方、体罰は、身体に何らかの苦痛を引き
起こす、または不快感を意図的にもたらす行為（罰）のことです。たとえし
つけのためと保護者が思っても、法律で禁止される体罰に該当します。

令和２年４月から
子どもへの体罰は法律で禁止に

体罰などによらない子育てのために

子育ての不安や悩みは子ども家庭支援センターへ

小平市の相談窓口　女性相談室
女性が抱えるさまざまな問題を専門の相談員と一緒に考え、解決する場です。秘密は厳守し
ます。
□夫婦関係のことを相談したい
□生き方について迷いがある
□ハラスメントに悩んでいる

□配偶者やパートナーからの暴力で悩んでいる
□職場の人間関係に悩んでいる

と　き　月曜〜土曜日　午前１０時〜午後４時
※月曜日は午後６時まで。
問合せ　女性相談室☎０4２（３45）２4１5
※ほかに、内閣府のDV相談プラスでは、電話、メール、チャットで相
談できます。詳しくはホームページ（右のQRコード）をご覧ください。

パネル展示と啓発グッズ配布
と　き　１１月５日（木）〜２７日（金）　ところ　市役所１階ロビー
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０4２（３4６）９６１８

性犯罪・性暴力の被害者のための
ワンストップ支援センター（＃８８９１）
性犯罪・性暴力の被害にあった方の状態やニーズを把握し、必
要な支援が提供できる関係機関や団体（カウンセラー、法律相
談、産婦人科医療など）を紹介します。匿名で相談できます。
秘密は厳守します。

緊急の場合
各都道府県警察
性犯罪被害相談窓口
全国共通番号☎＃８１０３

子育て講座
子どもとどう遊んだらいいのか分からない、思春期の子ども
との関わり方が分からないなど、子どもとの関わり方で悩ん
でいませんか。講座では、子どもと関わるポイントをお伝え
します。

虐待かもと思ったらご連絡を

♦子ども家庭支援センター
（虐待ほっとライン）
☎０４２（３４７）３１９２
火曜〜土曜日
午前１０時〜午後６時

♦緊急時
警察☎１１０
救急☎１１９
小平児童相談
☎０４２（４６７）３７１１

♦児童相談所
虐待対応ダイヤル

☎１
いち

８
はや

９
く

ご連絡いただいた方の情報が本人に漏れたり、責任を問われることはありません。

ＬＩＮＥ（ライン）で相談を
東京都では、児童虐待を防止するため、無料通話アプリＬＩＮＥで子ど
もや保護者からの相談を受け付けています。子育ての悩みや困ってい
ることなど、ひとりで抱え込まずご相談ください。右図のQRコード
からアクセスし、友達登録してご利用ください。
問合せ　東京都福祉保健局少子社会対策部計画課☎０３（5３２０）4１３７

子ゴコロ・親ゴ
コロ相談＠
東京アカウント

厚生労働省
ホームぺージ

令和２年度のテーマは、「性暴力をなくそう」です。暴力や、望まない性的な
行為などの性的な暴力は、年齢、性別にかかわらず身近な人や配偶者・パート
ナーの間でも起こります。一人で抱えこまず相談してください。

女性に対する
暴力をなくす運動

１１月１２日〜２5日は、
女性に対する暴力の根
絶を訴えるパープルリ
ボン運動の期間です。

体罰などにならない子育てを広げるため
に関わり方の工夫の一例をパンフレット
で紹介しています。詳しくはホームペー
ジ（右のＱＲコード）をご覧ください。

♦子どもとの関わり方の工夫を
パンフレットで紹介

◆思春期の子どもと関わるポイント
子どもとの会話が減った、何を考えているのか分からないなど、お
子さんと関わる中で気になることはありませんか。思春期の子ども
の脳と心、発達の特徴を学び、子どもへの関わり
方などを考えます。
と　き　１２月５日（土）　午後２時〜３時３０分
ところ　子ども家庭支援センター
対　象　小学５年生〜中学生のお子さんの保護者
定　員　８組

ー共　通ー
申込み　１１月５日（木）の午前１０時から、問合せ先へ（電話可、先着順）
問合せ　子ども家庭支援センター☎０4２（３4８）２１００

◆わらべうたであそぼう
わらべうたや手あそびを通した、親子のふれあい時間と、保護者同
士の交流の場です。わらべうたなどを楽しみながら、ゆっくりお子
さんと過ごしたり、保護者同士交流したりする時間を作りませんか。
と　き　１１月１９日（木）　午後３時〜４時
ところ　小平市子ども家庭支援センター
対　象　０〜２歳のお子さんとその保護者
定　員　８組

子ども家庭支援センターは、子どもと家庭の総合相談窓口です。
子どもが可愛いと思えない、子育てが楽しくない、子どもとの関わり方で悩
んでいるなど、子育ての不安や悩みは、１人
で抱え込まず、問合せ先へご相談ください（電
話・メール可）。
※面談は、申込みが必要です。

問合せ　小平市子ども家庭支援センター（小
川東町４－２－１　小平元気村おがわ東）☎
０4２（３4８）２１０２、Akodomokatei_kodai
ra@unchusha.com

２４時間受付

内閣府
DV相談プラス

▪
み
ん
な
で
は
な
そ
う
会

　
交
流
会
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
障
が

い
に
つ
い
て
参
加
者
同
士
で
相
談
で
き
る

ほ
か
、
専
門
家
か
ら
適
切
な
助
言
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１０
日・２５
日
、１２
月
８
日・

１６
日
、
令
和
３
年
１
月
１３
日
・
１９
日
、
２

月
２
日
・
１６
日
・
２４
日
、
３
月
９
日
・
２４

日
の
火
曜
・
水
曜
日　
午
前
１０
時
〜
正
午

※
各
回
、
途
中
の
時
間
か
ら
参
加
も
可
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
で
発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
や
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
の
保
護

者
（
子
ど
も
の
同
伴
可
）

定　
員　
各
２０
人
程
度

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

▪
お
や
こ
で
た
の
し
む
お
も
ち
ゃ
と
あ
そ

び
の
ひ
ろ
ば

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
に
大
切
な

遊
び
。

　
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
指
先
や
身
体
の

発
達
を
促
し
、
集
中
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
１１
月
１２
日・１９
日
、１２
月
２
日・

１０
日
・
１７
日
、
令
和
３
年
１
月
６
日
・
２１

日
・
２８
日
、
２
月
１０
日
・
１８
日
・
２５
日
、

３
月
４
日
・
１０
日
・
１８
日
の
水
曜
・
木
曜

日　
午
後
２
時
〜
４
時

※
途
中
の
日
か
ら
参
加
も
可
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
で
障
が
い
の
あ
る
ま

た
は
発
達
が
気
に
な
る
未
就
学
児
ま
た
は

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　
員　
各
若
干
名

申
込
み　
１１
月
２０
日
（
金
）
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の
通
園
・

通
学
先
・
学
年
（
特
別
支
援
学
級
・
特
別

支
援
教
室
の
場
合
は
学
級
名
）、
生
年
月

日
を
記
入
の
う
え
、
白
梅
学
園
大
学
小
平

市
連
携
事
業
事
務
局
へ
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を
全
員
に
連
絡
）

（
〒
１８７
︱
８
５
７
０　
小
川
町
１
︱
８
３

０
）
V

０４２
（
３
１
３
）
４
８
０
５

︱
︱
共　
通
︱
︱

主　
催　
白
梅
学
園
大
学
、
小
平
市

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

親

カ

フ

ェ

ウ
ィ
ズ
メ
ン
タ
ー

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の

子
育
て
の
悩
み
を
相
談

　
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
を
育
て
た
経

験
を
も
つ
先
輩
保
護
者
（
ペ
ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー
）
が
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今

困
っ
て
い
る
保
護
者
の
悩
み
を
聞
い
た

り
、
自
分
の
経
験
を
話
し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
３
日
、
令
和
３
年
１
月
７

日
、
２
月
４
日
、
３
月
４
日
の
木
曜
日

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
福
祉
会
館

対　
象　
市
内
在
住
で
発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
の
保
護
者

定　
員　
各
１０
人
程
度

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

上
映
会

も
が
れ
た
翼

　
　
　
素
数
と
く
る
み

　
も
が
れ
た
翼
は
、
子
ど
も
の
人
権
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
題
材
に
し
た
、

子
ど
も
と
弁
護
士
が
作
る
お
芝
居
で
す
。

　
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生

活
で
き
、
自
由
に
意
見
表
明
で
き
る
学
校

や
社
会
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
芝
居
映
像
を

上
映
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１９
日
（
木
）　
午
前
１０
時

〜
正
午
ご
ろ　
９
時
３０
分
開
場

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
講
座
室
２

定　
員　
２０
人

企
画
・
運
営　
子
ど
も
の
権
利
条
約
普
及

推
進
事
業
企
画
委
員
会

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
４

参
加
者
を
募
集

伝
統
文
化
親
子
教
室

　
文
化
庁
の
補
助
金
を
受
け
て
開
催
す
る

教
室
で
す
。

▪
古
典
芸
能
の
日
本
舞
踊
で
舞
台
を
体
験

と　
き　
１２
月
１
日
（
火
）・１０
日
（
木
）・

１５
日
（
火
）・
２４
日
（
木
）、
令
和
３
年
１

月
５
日
（
火
）・１４
日
（
木
）・１７
日
（
日
）

　
午
後
４
時
〜
７
時
３０
分　
全
７
回

と
こ
ろ　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
（
火
曜

日
）、
中
央
公
民
館
（
木
曜
日
）

対　
象　
３
歳
〜
中
学
生

※
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
の
送
迎
が

必
要
。

定　
員　
２５
人

持
ち
物　
浴
衣
、
帯
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
、
足

袋
、
扇
子

申
込
み　
１１
月
３０
日
（
月
）
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
日
本
舞
踊
紫
峰

会・
成
松
へ
☎
０
９
０（
１
５
０
６
）
０
６

３
０
、
Atraditional_japan@sobu-

ryu.com親
子
で
楽
し
む

お

箏

の

世

界

音
楽
会

　
伝
統
あ
る
日
本
の
楽
器
、
お
箏
と
ピ
ア

ノ
の
美
し
い
合
奏
で
、
お
子
さ
ん
に
も
な

じ
み
の
あ
る
楽
曲
（
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
メ

ド
レ
ー
、
パ
プ
リ
カ
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ

の
さ
ん
ぽ
な
ど
）
を
届
け
ま
す
。

と　
き　
１２
月
５
日
（
土
）　
午
前
１１
時

開
演　
１０
時
３０
分
開
場

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対　
象　
子
ど
も
と
保
護
者

※
大
人
ま
た
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
も

可
。

申
込
み　
１１
月
２４
日
（
火
）
ま
で
に
、
東

京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

は
、
３
面
左
上
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
ア
ク
セ
ス
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
、
件
名
を
親
子
音
楽
会
と
入
力
の

う
え
、
中
央
公
民
館
へ
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
☎
０４２
（
３
４
１
）
０
８
６

１
、
Akominkan-koza@city.koda

ira.lg.jpみ
ん
な
の
ま
ち
小
平

作

品

展

児
童
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
郷
土
こ
だ
い
ら
の
魅
力
を
自
由
に
描
い

た
子
ど
も
た
ち
の
力
作
、
約
百
３０
点
を
展

示
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
８
日
（
日
）
〜
１２
月
７
日

（
月
）

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
１
階
情
報
ロ
ビ

ー※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後　
援　
小
平
美
術
会
、
小
平
市
教
育
委

員
会
、
小
平
市

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

個
人
作
品
を
募
集

障
が
い
者
作
品
展

　
１２
月
１
日
（
火
）
か
ら
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
な
ど
に
展
示
す
る
、
障
が
い
者
作
品

展
の
作
品
（
絵
画
、習
字
、陶
器
、手
芸
、

写
真
な
ど
）
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
展
の

日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
障

が
い
の
あ
る
方

※
作
品
は
作
品
展
終
了
後
に
返
却
し
ま

す
。
作
品
展
の
管
理
・
運
営
上
、
受
け
付

け
で
き
な
い
作
品
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
か
ら
１６
日

（
月
）
ま
で
に
、
作
品
を
問
合
せ
先
へ
持

参問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０
、
V

０４２
（
３
４
６
）
９
５

４
１

小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８

講
　
座

働
く
パ
パ

親
の
時
間
も
楽
し
も
う

▪
子
育
て
期
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る

　
三
児
の
パ
パ
で
労
働
・
子
育
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
吉
田
大
樹
さ
ん
が
、
子
育
て

中
の
家
庭
で
の
過
ご
し
方
と
働
き
方
の
ポ

イ
ン
ト
を
話
し
ま
す
。

　
家
庭
も
仕
事
も
楽
し
む
働
き
方
を
一
緒

に
考
え
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
１１
月
２８
日
（
土
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル

定　
員　
２０
人

※
保
育
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

へ
（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８
、
Akyodo

-danjo@city.kodaira.lg.jp

令
和
３
年
度
保
育
園
な
ど
の

入

園

申

込

み

１１
月
６
日（
金
）〜
２４
日（
火
）

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
、
市
内
保
育
園

な
ど
の
入
園
申
込
み
を
、
原
則
、
送
付
で

受
け
付
け
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
入
園
申

込
み
を
し
て
い
る
方
も
、
改
め
て
申
込
み

が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
入
園
の
し
お
り
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
入
園
の
し
お
り
や
申
込
書
な

ど
は
、
保
育
課
（
市
役
所
２
階
）、
東
部・

西
部
出
張
所
、
動
く
市
役
所
、
市
内
の
公

立
・
私
立
保
育
園
・
小
規
模
保
育
事
業
施

設
で
配
布
す
る
ほ
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
保
育
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６

０
１学

習
塾
費
・
受
験
料
を

無
利
子
で
貸
し
付
け

受
験
生
を
応
援

　
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
の
中
学
３
年

生
、
高
校
３
年
生
を
対
象
に
、
受
験
に
必

要
な
学
習
塾
費
用
や
受
験
料
を
無
利
子
で

お
貸
し
し
ま
す
。

　
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
し
た
場
合

は
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

貸
付
額　
学
習
塾
代
２０
万
円
、
高
校
受
験

料
２
万
７
千
４
百
円
、
大
学
受
験
料
８
万

円
（
上
限
）

申
込
み　
電
話
で
提
出
日
を
連
絡
の
う

え
、令
和
３
年
１
月
２９
日（
金
）ま
で
に
、

提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ

※
土
曜
日（
１２
月
１２
日（
午
前
）・１９
日（
午

後
）、
令
和
３
年
１
月
９
日
）
に
提
出
す

る
方
は
、
１２
月
１１
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
貸
し
付
け
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
０４２

（
３
４
４
）
１
２
１
７

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
制
度

現
況
届
の
提
出
を

　
親
医
療
証
を
持
ち
、
引
き
続
き
令
和
３

年
１
月
か
ら
の
医
療
証
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、
現
況
届
を

送
り
ま
し
た
。
１１
月
１６
日（
月
）ま
で
に
、

提
出
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
窓
口　
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
２

階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役

所▪
親
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
（
１８
歳
に
な
っ

た
年
度
末
以
前
ま
た
は
一
定
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
２０
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る

家
庭
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。　

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
父
母
が
離
婚（
事
実
婚
の
解
消
を
含
む
）

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

▽
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
４

ひ
ら
く　
最
新
号
を
発
行

コ
ロ
ナ
禍
で
の

暮
ら
し
を
特
集

　
ひ
ら
く
は
、
公
募
市
民
が
企
画
・
編
集

し
た
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
広
報
誌
で

す
。
特
集
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
あ
る
ほ
か
、

レ
ポ
ー
ト
作
成
に
役
立
つ

情
報
の
収
集
や
活
用

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　
授
業
の
課
題
や
調
査
・
研
究
に
役
立
つ

資
料
の
探
し
方
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
蔵

書
検
索
方
法
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
欲

し
い
情
報
を
検
索
す
る
こ
つ
を
お
伝
え
し

ま
す
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
役
立
つ

知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

　
講
座
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ

ー
ム
）
で
配
信
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２８
日
（
土
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

対　
象　
高
校
生
〜
大
学
生

定　
員　
２０
人

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
の
午
前
１０
時

か
ら
２６
日
（
木
）
の
午
後
７
時
ま
で
に
、

東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

は
３
面
欄
外
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
ア
ク
セ
ス
）
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は

な
ぜ
必
修
化
さ
れ
た
の
か

講
演
会

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
理
解
し
活
用
す
る

力
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
う
え
で
極
め
て

重
要
で
す
。

　
講
演
会
で
は
、
市
内
の
小
学
校
で
も
研

究
授
業
を
し
て
い
る
東
京
学
芸
大
学
の
加

藤
直
樹
准
教
授
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
必

修
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必

要
性
を
話
し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
１２
日
（
土
）　
午
後
１
時

４５
分
〜
３
時
４５
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内　
容　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
要

性
、
家
庭
や
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
方
法
な
ど

申
込
み　
１２
月
１
日
（
火
）
ま
で
に
、
東

京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

は
、
３
面
左
上
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
ア
ク
セ
ス
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
、
件
名
に
プ
ロ
ミ
ン
グ
講
演
会
と

入
力
の
う
え
、中
央
公
民
館
へ（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
☎
０４２（
３
４
１
）０
８

６
１
、
Akominkan-koza@city.kod

aira.lg.jp

学
習
支
援
員
を
募
集

中
学
生
の
勉
強
を

手
伝
い
ま
せ
ん
か

▪
小
平
地
域
教
育
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
事

業
　
放
課
後
、
中
学
生
に
宿
題
や
、
わ
か
ら

な
い
問
題
の
解
き
方
な
ど
を
指
導
し
ま

す
。

と　
き　
定
期
テ
ス
ト
前
の
２
日
間　
午

後
４
時
〜
６
時
（
都
合
の
良
い
日
の
み
で

可
）

と
こ
ろ　
花
小
金
井
南
中
学
校

対　
象　
基
礎
を
中
心
に
、
数
学
・
英
語

な
ど
を
教
え
ら
れ
る
方

※
教
員
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
み　
花
小
金
井
南
中
学
校
・
副
校
長

へ
☎
０
４
２
（
４
６
５
）
０
４
５
１

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

保
護
者
の
た
め
の
交
流
会


